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緒 言

疏菜園芸において近隼省力，増収，晶質の改善，生

光の安定化等を目的として生長調節物質が広く利用され

ている． しかし，ニンニクにおける生長詞節物質の利用

は，現在のところ貯蔵球の発芽抑制を目的としたマレイ

ン酸ヒドラジソドだけであり (7,14,16),他の生長調節物

質の利用に関しては，研究報告もまだほとんどないよう

である．

著百らは数年前から生長謁節物質のニソニクの生長・

発育逸程調節に及ぼす影誓について研究しているが， こ

れまてにジベレリンが側球数，珠芽数を増加させるとい

う植物生阿学上また殷業の実際への応用上注目すべき鮎

果を得た．以下にこの紡果を含めて，今までに得られた

結果の一部，すなわちジベレリン，サイトカイニソ，ェ

スレル，オーキシソの球形成と梢物体の生長に及ぼす影

密についての実験結果を報告する．

材料および方法

日に， 7月下旬収穫の‘ぽうき＇の 3~5g球を 9月17

日にそれぞれ圃場に情付け，当地方の慣行に従って栽培

した。そして翌春の，花序。側芽形成期前の 3月16日か

ら，以下の生長調節物質の水溶液を 1週間聞隔で 4月27

日までの 6回(‘山形＇のみ）あるいは 5月25日までの10

回（両晶種＼葉面散布した． NAA200および 400ppm,

GA（詰晶） 200および 400ppm,BA（斎閥晶） 50ppm,BA 

（クミアイ工業化学製の 3％ベンジルアデニンを水で希

釈した） lOOppm, ニスレル480および1920ppm.対照区

は2砥類，すなわち蒸留水を葉面散布する区と無散布区

とを設けた．すべての液に展着刑を屈加した．葉面散布

後，数日間悼物体の上方に透町ビニールをトンネル状に

かけ，薬液が雨で洗い浣されることを防止した．

葉位の調査を容易にするため，収穫をやや早めにし，

‘山形＇は 6月27日に，‘ほうき＇は 7月17日に掘上げた。

そして花序，側球形成節位， 2次生長発生率，側球数，

側球重，珠芽数，珠芽重等について調査した．

実験1

1971年7月上句に収穫した‘山形＇の 5~lOg球を用

い， 9月6日から室温下で一屁夜，以下の生長閲節物質

の水溶液に没漬した． a-ナフタレン酢酸カリウム (NAA)

の 200ppm, ジベレリン協印顆粒（晨業用）で調製したジ

ベレリン (GA)200ppm, N6ーベンジルアデニン (BA)50 実験4

ppm, 2,4-D協議会頒布の48％エスレルを水で希釈した 1972年7月上句に収穫した‘山形＇の側球を供試した．

480ppm.対照区は蒸留水に没漬した． 浸漬処理後， 球 収穫後実験開始まで20℃以上の温度で貯蔵した． 1月13

を植付け日まて室内に且庁蔵した． 9月14日に圃場に梢付 日に， 1球平均重 3.9gの球を 15cm鉢に 4球ずつ植付

け，当地方の慣行に従って栽培した． 1972年7月上旬に け，鉢をガラス室内のビニール被覆箱内に置いて栽培し

収粒し，側球数，側球重，分枝数等について調査した． た． ビニール被覆箱内の温度は，換気悶とビニール温床

線をサーモスタソトて作動させて 20-25℃になるように

実験2 したが，おおむね昼閥疇天時は25℃に，昼聞非晴天時と

1971仕7月上句収穫の‘山形＇の 5~10g球を 9月16 夜間は20℃に保たれた．柏付け該42日 (2月24日）まで

実験3

実験 2の‘山形’の10回散布区の収穫球を1972勾9月

7日に圃場に植付け，当地方の慣行に従って栽培した．

そして翌年7月上旬に収穫して，側球数，側球重，分枝

数等について調査した。
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は自然光のみの 8時門日長て栽培した． 2月24日には草

丈が平均 31.7cm,普通葉の出葉数が平均5.3に達した．

この日から自然日長を60ワ、ノト白熱灯で補光して24時間

日長にすると共に，下記の生長調節物質の水溶液をl直付
け後105日の 4月28日まで 1週間ごとに計10回葉面散布

した． NAA400ppm, GA（農業用） 400ppm, BA（クミ

アイ化学） 120ppm, ニスレル1920ppm.対照区は蒸留水

を散布した．すべての液に展羞剤を沿加した．

4月28日に鉢を戸外に出し， 5月5日までは24時間Fl

長下で，以後は自然日長下で栽培した。

梢付け後98日の 4月21日には BA区の悼物の衰弱が目

立ったので，この区の全棺物を掘上げて草丈，普通葉の

出葉数，首部（ネyク）径，球径，側芽形成，貯蔵葉位

等について調査した．他の区も 1区当り 4~5植物ずつ

掘上げて同様な潤査をした．そして植付け後 153日の 6

月15日に，外観から明らかに貯蔵葉が未形成と判断され

たニスレル， NAA両区の植物以外の全植物を掘上げて

調査した．ニスレル， NAA両区のt直物は植付け後 192

日の 7月24日に掘上げて調査した．

実験5

実験4と同材料の 1球平均重 6.4gの球（大球）と3.2g

の球（小球）を1973年'1月13日から 2月12日までの 1ヵ

月間， 5℃で低温処理した後に一昼夜以下に記す生長調

節物質の水溶液に室温下で浸漬した． NAAとGAの各

50, 200および 800ppm,BA（クミアイ化学） 50および

200ppm, ニスレル60,210および960ppm.対！置区は蒸

留水に浸漬した．

没漬処理後，薬汲にぬれた球をポリニチレン袋に入れ

て封をし，植付け日の2月14日まで室温下に置いた．そ

して球を 15cm鉢の涅った）II砂の中に，大球は 1鉢当り

4球ずつ，小球は 5球ずつ植込んだ．鉢を 2月20日まで

は無加温カラス室内に置き，この閏かん水をしなかっ

た．その後かん水をした後に鉢を実験4と1五］様なビニー

ル被覆箱内に移して，自然Fl長を60ヮット白熟灯で朝夕

補光した16時間日に下で栽i1,りした．

柏付け後64日の 4月18日に全植物を掘上げ，草丈，首

郊径，謡怪，側芽形成，貯蔵菜形成宵について祠査し

た。

士
口斎 果

I 自然条件下での栽培

実験1 タネ球浸漬処理

GA区のほとんどの植物に値付けの競春，分枝の発生

がみられた．収穫時の 1岨物当りの平均分枝数は 0.8本

であった． この分枝の原甚は柏付け倍越冬前に主茎の普

通葉葉腋に側芽として形成され，形成後は主茎と同様，

春の花序・側芽形成期まては栄養生長をし，その後，基

部に中心球あるいは花序と側球を形成した．他の区では

分枝は全くみられなかった． GA区の 1植物当りの平均

側球数は分枝の発生により対照区より増加したが（第1

図），個々の側球の肥大が不良て1植物当りの平均側球

重は対照区より小さくなった（第 1区）．他の薬削処瑳区

の側球の肥太も対照区より劣り， ことにニスレル区の側

球の肥大は不良であった．
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Fig. 1. Effect of growth regulators on number 

and weight of cloves per plant in field-

grown'Yamagata' garlic plants when 

the seed-bulbs immersed in a solution 

of water, NAA at 200ppm, GA at 200 

ppm, BA at 50ppm, or ethrel at 480ppm 

for 24 hours before planting (Expt.1). 

Number of plants per lot 19 to 21. 

実験2 花芽・側芽形成期の葉面散布処理

2次生長 BAとニスレル両区では 2次生長が促進さ

れた（本丈験では春に花序と共に形成された側芽の貯蔵

薬化が遅延し すなわち貯蔵葉形成節位が通常の場合

より上昇し かつ，貯蔵葉を包む菜の 1枚以上が普通
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Table 1. Effect of top spray treatments of field-grown garlic plants with growth regulators 
on induction of vegetative lateral buds※ (Expt. 2). 

For other details see Fig. 2. 

Variety Regulator Concentration Percent of vegetative Percent of plants having 

(ppm) lateral buds one or more vegetative 

lateral buds 

Yamagata Unsprayed 

゜ ゜Control 

゜ ゜(water) 
＊ 

゜ ゜NAA 200 

゜ ゜200* 

゜ ゜400 

゜ ゜GA 200 O** 

゜200* O** 

゜400 O** 

゜BA 50 49 86 

50* 42 67 

100 75 100 

Ethrel 480 1 6 

480* 3 14 

1920 6 33 

Hoki Control ＊ 19 68 
(water) 

NAA 200* 15 59 

GA 200* 3** 29 

BA 50* 41 100 

Ethrel 480* 36 94 

* Sprayed to May 25. 
**Almost all cloves formed two protective leaves per clove. 
※We define a vegetative lateral bud as follow: the first one or more leaves of a vegetative 
lateral bud develop into foliag,e leaves and the leaf formed later than those leaves develops 
into a storage leaf ; occasionally, on leaf axils of foliage leaves of a vegetative lateral bud, 
axillary buds are formed and those also form storage leaves. 

葉化すればその側芽に2次生長が起ったとみなした．な た．一方． GA散布によって‘ほうき＇の 2次生長発生率

ぉ．側芽がこのように生長すれば分枝になったとみなせ は29%に低下した．すなわち GAは側芽の葉の普通葉化

るが，本報告ではその原基が，春の花序・側芽形成期以 を抑制した． GAはまた貯蔵葉化する葉の直前の 2枚の

前に形成され，その時期までに既にある程度の栄養生長 葉を保護葉化する作用が強く，両品種ともほとんどすべ

をしているもののみを分枝として取り扱った）． ての側球に 2枚の保護葉がみられた (2枚以上の保護葉

‘山形’の対照区（無散布区と水散布区）では， 2次生 の形成は，品種によっては珍しくもないが，‘ほうき',‘山

長は全くみられなかったが． BA区では散布濃度，散布 形＇では通常 1枚しか形成されない）．

期間によって差があったが， 67~100飴の植物に2次生 側球・珠芽形成 GA区は側芽形成が促進され，これ

長が起り，エスレル区では6~33%の植物にそれが起っ らの側芽は側球に発達したので， 1植物当りの平均側球

た（第1表）．また‘ほうき＇では対照区でも 68%の植物 数が対照区より増加したが（第2図I), 側球の肥大は

に2次生長が起ったが． BA, エスレル散布によって2 不良で． GA区の 1植物当りの平均側球重は対照区のよ

次生長発生率が高くなり，それぞれ100策 94%になっ り小さくなった（第2図ll).‘山形＇の BA50ppm 6回散
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布区を除くすべての薬剤処刊1区でも飼球の肥大は対照区

に比べると劣り， 1筐物当りの平均側球重は対照区より

小さくなった（第 2図Il).

GA区は珠芽形成も促進され， 11惰物‘当りの平均珠芽

数も対照区より増加したが（第 2図Ill), 珠芽のII巳入は

不良で， GA区の 1柏物当りの平均珠芽重は対照区のよ

り小さくなった（第 2図N).GA以外の薬剤処理区ては，

1植物当りの平均珠芽数は通常，対照区より少なかった

が（第2図Ill), BA区およびニスレル区の珠芽の肥大

は促進され（第 2図V), これらの区では，珠芽形成数の

著しく少なかった‘ほうき＇のエスレル区を除いて， 1 

植物当たりの平均玖芽重が対照区と同等かより大きくな

った（第2図N). しかし，珠芽重が対照区より大きくな

った区でも 1伯物当りの珠芽と側球の合計重の平均が対

照区より大きくなることはなかった（第2図， VI).合計

重は一般に薬液の散布回数の増加，液濃度の上昇によっ

てより小さくなった．

なお，花序と側球の形成節拉，側球形成節数では薬剤

処理の影響が認められなかった．

実験3 母植物葉面散布処理

GAとBA区には分枝の形成がみられた． GA区の分

枝形成植物率および11直物習りの亨均分枝数は，それぞ

れ100絋1.5本 （範囲 1~3本）で， BA区のはそれぞ

□り
ロ
~
軋
芦□

Fig. 3. Branching at the harvest time of field-
grown'Yamagata'garlic plants when 

the mother plants which produced the 

seed-bulbs were sprayed with GA dur-

ing the period of clove formation (Expt. 

3). 

Fig. 2. Effect of top spray treatments of field-grown 

garlic plants with growth regulators on num-

ber and weight of cloves and of bulblets per 

plant when sprayed from Mar. 16 to Apr. 27 

(six sprays) or to May 25 (ten sprays) once in 

every week (Expt. 2). 

*Sprayed to May 25. 
Number of plants per lot 10 to 25. 
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れ14%, 0.14本てあった．これらの分長は越冬前に既に

地上にあらわれ，主茎と共に栄養生旦を臼った後，翌

春，店部に花序と側球あるいは中心球を形成した（第3

図）． 本実験の次年に行った同釉な実験の GA区のタネ

球形成JI)]間「りからの解判閲査で， これらの分枝の原基

は タネ球収穫の 1カ）j以的に既に新球の内部の頂芽の

葉腋に側芽として形成されることが認められた．

GA区は分長の晶部に側球あるいは中心球が形成され
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Fig. 4. Effect of growth regulators on number 

and weight of cloves per plant in field-

grown'Yamagata' garlic plants when 
the mother plants which produced the 

seed-bulbs were sprayed with water, 

NAA at 200ppm, GA at 200ppm, BA at 

50ppm, or ethrel at 480ppm during the 

period of clove formation (Expt. 3). 

Number of plants per lot 10 to 20. 

たため， 1植物当りの平均側球数（中心球も合める）が

対照区より増加した（第4図）． しかし，個々の側球の肥

入は不良て， 1植物当りの平均側球凧は対照区と差がな

かった． NAA区の側球数は対照区のと差がなかったが。

側球の肥大が不良で， 1 植物〗りの平均側球重は対照区

より減少した（第4図）．

II．中心球形成条件下ての栽培

丈験4と5の条件下では．ニンニクは通常 100％中心

球を形成する (24). 実験4では植物に低温を一切与え

ず，長日処連のみで中心球（貯蔵葉）形成を誘起させる

ことを試みた．そして，長日処迎と同時に生長調節物質

処理を行い，長日の貯蔵葉形成誘起作用に及ぼす生長調

節物質の影臼を検討した．実験 5ては，低温による貯蔵

葉形成誘起処理直後に生長調節物質処坦を行い，低温の

貯蔵葉形成誘起作用に及ぼす生長謁節物質の影響を検討

した．

実験4 葉面散布処理

ニスレル区では草丈の増大と出菜が最も抑闘された

が，葉の横への生長が促進されて葉幅が広くなり，その

結果として偽茎部が一1恥こ太くなり，首部径は対照区の
よりも太くなった（第 5図，筍 2表）． しかし貯蔵菜の形

Fig. 5. 

Control plant 

sprayed with 
water 

口Plant sprayed with ethrel 

at 1920ppm. 

Effect of top spray treatment of growing 

'Yamagata'garlic plants with ethrel on 

shoot growth (Expt. 4). 
Observed on the 98th day after plant-

ing. 

成は NAA, BA両区と同仕強く抑制された（第2表）．

NAA, BA両区でも草丈の増人と出葉が抑制された．

GA区でも草丈の培大が抑制されたが，出葉数は減少し

なかった．そして貯蔵葉）診成も抑：Iji]されたが，他の業刑

処理区と比べると弱かった．なお GA区のみに 1柏物当
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Table 2. Effects of top spray treatments of growing'Yamagata'garlic plants with growth 

regulators on shoot growth, storage leaf formation and development, and lateral 

bud formation when plants grown at 20-25゚Cunder 24-hour daylength and sprayed 

from the 42nd day to the 105th day after planting once in every week (Expt. 4). 

Regulator Plant No. of Bulb 

height※ emerged diame-

cm foliage ter※ 

leaves※ mm 

Neck 

cliame 

ter※ 

111111 

Bulbing 

ratio※ 

Node-order of storage leaf which No. of 

formed lateral 

Days after planting buds per 

98 153 192 plant*** 

Control (water) 57.7土1.610.0士0.313.2土0.8

NAA 400ppm 43.5土1.8 8.6土0.2 7.1土0.3

GA 400ppm 48.4土3.010.5土0.3 9.9土0.6

Ethrel 1920ppm 33.3土1.8 8.3土0.310.1土0.4

BA 120ppm 47.0土5.0 8.3土0.5 5.8土0.3

5.6土0.2

5.8土0.3

5.9土0.2

9.4土0.4

4.9土0.3

2.36土0.0911.4土0.211.0土0.4

1.23土0.22 V.G. (V.G.)* 

1.68土0.06 V.G. 13.0土0.4

1.07土0.01 V.G. (V.G.)* 

1.14土0.03 V.G. 

0(9) 

0(8) 

3.1土0.1(8)

(21.0土0.0)**0(9; 

0(4) 

V.G. 

Data are expressed as'mean土S.E.'No. of observed plants 4 to 5, unless pointed out. 

V.G. = vegetative growth. 
※Observed on the 98th day after planting. 

*Judged by the appearances. 

**Two plants formed bulbs, but the other three plants grew yet vegetatively. 

***No. of observed plants in parentheses. 

Table 3. Effect of growth regulators on storage leaf formation and lateral bud formation of 

'Yamagata'garlic plants when chilled (5℃,one month) seed-bulbs immersed in a 

solution of each growth regulator for 24 hours and then, grown at 20-25゚Cunder 

16-hour daylength (Expt. 5). 

Bulb 

size 

Regulator Concentration 

(ppmJ 

No. of 

plants 

Percent of storage leaf 

formation 

No. of lateral buds 

per plant 

Large Control(water) 
NAA 

GA 

BA 

Ethrel 

50 
200 
800 
50 
200 
800 
50 
200 
60 
240 
960 

6
9
7
2
8
6
5
3
3
8
9
8
 

0
8
1
0
5
0
3
0
0
0
9
0
 

0
7
7
5
7
5
3
0
0
0
8
 

1

1

1

1

 

q
270~ 

0
0
0
0
2
2
3
0
0
0
0
0
 - 6 100 0 

50 9 100 0 
200 9 100 0 
800 8 88 0 
50 9 89 2.9 
200 10 100 3.0 
800 10 70 2.9 
50 9 100 O 
200 9 100 O 
60 10 100 0 
240 10 100 0 
960 8 100 0 

~--------~  

Observed on the 64th day after planting. 

Small Control(water) 
NAA 

GA 

BA 

Ethrel 
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Fig. 6. Effect of growth regulators on shoot growth and bulb growth of'Yamagata'garlic 
plants (Expt. 5). 
For details see Table 3. 

り約3個の側芽が形成された（第2表）．側芽の形成位置

は頂芽の貯蔵葉形成節の直前の連続3ないし 4節の葉腋

で， 1節当り 1個ずつ葉序と同じ二列互生で形成され

た．

実験5 低温処理後のタネ球の浸漬処理

本実験の生長調節物質の植物体の生長および貯蔵葉の

形成に及ぼす影書は， BA区で明白な貯蔵葉形成抑制効

果がみられなかったことと,GA区での貯蔵葉形成抑制

が NAA, エスレル両区でのより強くあらわれたことと

を除いて，実験4の場合と大体同様であった． すなわ

ち， NAA区では草丈の増大と貯蔵葉の形成が共に抑制

され． BA区では前者のみが抑制され，高濃度ニスレル

区では植物体の短太化が誘起されると共に貯蔵葉の形成

が抑制された（第3表，第6図）．またGA区のみで側芽

形成が誘起された（第3表）．

考 察

生長調節物質処理によりニンニクでは保護葉あるいは

貯蔵葉となるべき葉の普通葉化，いわゆる 2次生長の発

生促進 (BA, エスレル）， あるいは発生抑制 (GA), ま

た側芽，珠芽形成促進による 1植物当りの平均側球数，
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蛛芽数の増加 (GA)などの影楊がみられた．しかし 1植 ンは一般に貯蔵器官形成促進物質てあると考えられてい

物当りの平均珠芽重の培大した区はあったが (BA), 珠 る．しかし BAはニンニクの貯蔵葉の形成を促進しなか

芽と側球の合計球重の増大することはみられなかった． った．頂サの切 vitro培養でも同仇であった 23). しか

従ってウイルス。フリー柏物の増殖などにGAを利用す し，ニンニク植物に対する珠芽の形成 •II匹人間聞中の

ることは考えられるが，本実験て供試した生長調節物質 BAの葉面散布処理が，珠芽（貯蔵葉）の肥大を促逆し，

を収是の増大や収穏間を早めるために利用することは本 1植物当りの平均球芽重を対照区のより入きくした場合

実験の範囲では考えられない があった(‘山形’の lOOppm 区と‘ぽうき’の区）．ただ

以下に各生長調節物質のニンニクの柏物体の生長。発 し，この場合には地下部の貯蔵葉（側球）の肥入が抑閏

育と貯蔵葉形成に及ほす影百について考察する。 されていた．散布液の BA濃度が低く，散布圧数も少い

場合には(‘山形’の50ppm, 6回散布区）， 珠芽の肥大が

GA 促進されなかったが， この場合には側球のII匹プくは抑制さ

GAはニンニクでは通貨側芽形成の起らない位位に， れなかった． BAが珠芽の肥大を促進したのは多分， BA

すなわち中心球形成条件下で生長中の植物の主軸の葉腋 か貯蔵葉の肥大のために必婆な同化産物官の処理部竹，

や，着通の露地栽培伯物の肥大生長中の側球の貯蔵葉よ すなわち地上部にとどまるのを促進し，それらの地下部

り内部の幼葉の葉腋1こ側芽の形成を誘起した．従って へ移行するのを抑制したためと思わ訊る．また貯蔵葉形

GAはニンニクに対しては極めて強い側芽形成誘起効果 成誘導の比較的弱い条件ドで，比較的高濃度のBA葉面

があると言える．ところが， GAの側芽形成を誘起する 款布処埠が地下部の貯蔵葉（中心球）形成を抑闘したが

事例は他の植物ではまだ報告されていないようなので10) （実験4), これも上記の作用によると思われる．

11) 15) 19), ニンニクにおける GAのこの効果は注目に値す なお，実験2でBAの葉面散布処埠は 2次生長を促進

る． なお， GAの側芽形成誘起効果は， 浸漬処理の場 した．すなわち側芽の最初の数枚の葉の普通葉化を促進

合， 50, 200, 800ppmの3濃度区の間で区間差がみられ したが，これはBAが一時的に側芽の休限を打破し栄喪

なかった（第3表）．従って，上記効果を晶起するために 生長を誘起したためと忍われる．

は GA濃度は 50ppmで十分であり，多分それ以下の濃

度でも効果があるものと思われる。 エスレル

GAは貯蔵葉形成を遅延させると共にその後の肥大を ニスレルはニンニクの貯蔵葉形成を抑制すると共に草

著しく抑制した．これは GA添加比地でニンニク側球の 姿を短太化した．タマネギではニスレルが非誘起的な短

頂芽をinvitro培養した場合と同様である23), タマネギ 日条件下で，球形成を誘起したとする報吉 17)18)もある

においても GAが鱗葉形成に抑制的に働くことが報岩さ が，洩平3) は同様な実験を行って，典型的な鱗片葉（貯

れている 1)13). 戯葉）の形成が認められなかったことにより， これを球

なお， GA処理により保履葉が2枚になったのは GA 形成と考えることに疑間を呈している．

の貯蔵葉化抑紺りと普通葉化抑閥の両作用が働いた結果と ニスレルが細胞。組織の伸長生長を抑制し，横への拡

思われる． 大，肥大生長を促進する作用を示すことは，多くの植物

で認められており，ニンニクでの植物体の著しい短太化

BA は，その作用の結果であると考えられる．

実験 3の結果は BAにもニンニクに側芽形成を誘起さ

せる効果があることを示している．ただしBAのこの効

果は GAのそれに比べると極めて弱く，植付け前のタネ

球処理では効果が全くあらわれなかった． BAはニンニ

ク以外の多くの植物で芽の形成を誘起することが知られ

ているが，大抵は葉や楓カルス組織における不定芽形

成の話起であって19），ニンニクのような側芽形成の誘起

例はほとんど紅いようである．

サイ）、カイニンは多くの1祖物て貯蔵囲官の形成を促進

することが知られており 2)4) 6) 8) 9) 20) 21) 22), サイトカイニ

NAA 

NAAはニンニク埴物体の生長および貯蔵葉の形成と

肥大を抑制したが，その程度は処理濃度が高くなるほど

(50ppm-〉800ppm)署しくなった．タマネギにおいても

IAA (1~lOOppm), NAA (lOOppm), 2,4-D (0.1~1000 

ppm) は鱗葉形成および葉鞘基部の肥大を話起せず，高

濃度処哩では柏物体の生長と葉鞘基部の肥大を共に抑聞

することが阻告されていろ 12)25). ところが， ニンニク側

球の頂芽のinvitro以養では， NAAが沿加されると貯蔵
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葉形成が促進され， NAA濃度が 0.5ppm~2ppm の範囲

附では，濃度が高いほど貯蔵葉形成が促進された23). す

なわち，一方はイソタクトな植物，他方はニキスプラン

トという違いはあるが，ニンニクでは処理濃度範囲が極

端に異なると逆の効果かあらわれた．

ところで，タマネギにおける球形成と体内オーキシン

レベルとの関係については現在2つの説があり， CLARK

と HEATH5)はオーキシンレベルの高くなることが球形

成誘起の原因であると考えている．他方，加藤12)は球形

成誘起はオーキシンレベルの変化が直接的原同ではない

と考えている．ニンニクにおけるエキスプラントでの実

験結果は前者の見解を支持するようであるが， しかし，

また次のようにも考えられる．ニンニクの貯蔵葉形成は

オーキシンの高いレベルによって誘起されるものではな

いが，貯蔵葉形成過因が進行するためにはあるレベル以

上のオーキシンが必要であると考えられる．ニキスプラ

ントに外部からオーキシンを与えた場合に貯蔵葉形成が

促進されたのは，ニキスプラントではオーキシン生厖能

力が低く，体内オーキシンレベルが前記のレベル以下で

あったためとも考えられる．そして，インタクトな植物

に外部からオーキシンを与えた場合に貯蔵葉形成が促進

されなかったのは，インタクトな植物のオーキシンレベ

ルが通常，前記レベルより高いからであると考えられ

る．なお，インタクトな植物に多量にオーキシンが与え

られた場合に生長および貯蔵葉の形成と肥大が抑制され

たのは，遇剰オーキシンによって正常な生長。発育過程

の進行が阻害されたためと思われる．

摘 要

ニンニクの品種‘山形＇と‘ほうき＇を供訊して，ジベ

レリン (GA), N6ーベンジルアテニン (BA), 2—クロロ

ニチルフォスフォン酸 （エスレル） および aーナフタレ

ン酢酸カリウム (NAA)の茎葉の生長，側芽および貯蔵

葉の形成と発育（肥大）に及ぼす影響を調査した。

1. GAは生長中のi直物に200ないし400ppm水溶液を

葉面散布処理しても，タネ球を50ないし SOOppm水溶散

に没漬処理しても側芽形成を誘起した． GA処理によっ

て形成された側芽は，信物体が既に貯蔵葉形成誘導状態

にあるか，話導されつつある場合には側球に発達した．

しかし，桐物が非誘導状態にあるときは，側芽は栄養生

長をして分枝に発達した． これらの分枝は植物が貯蔵葉

形成誘埠処理を受けて後，その基部に中心球あるいは花

序と側球を形成した．

2. GAはまた，葉面散釘処珂て露地栽培伯物の珠芽

形成を促進した． これらの結果， GA処理区の11直物当

りの平均側球数と珠芽数は対照区のより多くなった． し

かし GAは貯蔵葉の形成を遅延させ，肥大を抑制したの

で， GA処理区の 1梢物灯りの平均側球重も珠芽重も対

照区のより劣る傾向があった．

3. GAを側芽形成。発育期の露地栽培阻物に葉面散

布処理すると，側芽の葉の普通葉化を抑制し， 2次生長

が起りやすい品種‘ほうぎの 2次生長の発生率を低下

させた． GAはまた，側芽の貯蔵葉化する葉の直前の 2

枚の葉の保護葉化を促進したのて， GA処哩植物の側球

の保護葉は大抵 2枚になった．

4. BAも50ppm水溶液の母植物葉面散布処阿で新球

に側芽形成を誘起したが，その効果は GAと比べると極

めて小さかった．

5. BAの50ないし lOOppm水溶液を珠芽形成。発育

期の露地栽培植物に葉面散布処理すると， 1部の BA区

の1植物当りの平均珠芽重が対照区のより増大した．し

かし，珠芽重の培入した区では側球重が減少し， BA処

理区の珠芽と側球の合計重の 1植物当りの平均が対照区

のそれより大きくなることはなかった．

6. BAを側芽形成。発育期の露地栽培．植物に葉面散

布処理をすると，側芽の最初の数枚の葉の普通葉化が促

進されて， 2次生長の発生が促進された．

7. エスレルは960ないし 1920ppm水熔液処連で草丈

の増大および貯蔵葉の形成と肥大を抑紺I]したが，葉の横

方向への生長を促進した．その結果，葉幅が広くなり，

偽莱部が太くなった．

8. ニスレルも BAと同様2次生長の発生を促進した

が，その効果は BAと比べるとかなり小さかった．

9. NAAも50ないし 800ppm水溶液処理で貯蔵茨の

形成と肥大を抑糾した．
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Summary 

The present work was conducted to investigate formation and development of lateral buds and of 

effects of gibberellin (GA), N6-benzyladenine (BA), storage leaves in garlic cv.'Yamagata'and'Hoki'. 

(2-chloroethyl) phosphonic acid (ethrel), and potassium- 1. GA induced lateral bud formation of the 

O'-naphthaleneacetate (NAA) on shoot growth, and on treated plants whether tops of growing plants were 
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sprayed with GA solution (200 to 400ppm) or seed- clove developed into protective leaves. 

bulbs were immersed in GA solution (50 to SOOppm). 4. BA at 50ppm also induced lateral bud forma-

Young lateral buds induced by GA treatment deve- tion in developing cloves when the mother plants 

loped into cloves when storage leaf formation had were sprayed, although its effect was very much 

already been induced or was being induced in the less than that of GA. 

plant. Young lateral buds, however, grew vegetati- 5. When BA at 50 to lOOppm was sprayed on 

vely and developed into lateral shoots when storage field-grown plants during the period of bulblet 

leaf formation was not induced in the plant yet. formation and development in spring, BA-sprayed 

Those lateral shoots were similar in growth to the plants tended to increase in bulblet weight per plant 

main shoots, and each lateral shoot formed a single- than control plants. However,clove weight per plant 

storage-leaf bulb or both an inflorescence and some of the BA-sprayed plants tended to reduced. Conse-

cloves after storage leaf formation had been induced quently,the sum of bulblet weight and clove weight 

in the plant. per plant of each BA-sprayed lot was not more than 

2. GA stimulated bulblet formation when top that of the control lot. 

spray treatment of field-grown plants was done 6. BA promoted that the first some leaves of 

during the period of inflorescence formation and lateral buds of field-grown plants developed into 

development. Consequently, GA-treated plants increa- foliage leaves when sprayed during the period of 

sed in number of cloves and of bulblets per plant lateral bud formation and development in spring. 

than control plants. However, because GA delayed Consequently, BA promoted that the first some leaves 

storage leaf formation and inhibited storage leaf of lateral buds elongated and emerged out. 

development, both clove weight and bulblet weight 7. Ethrel at 960 to 1920ppm inhibited an incre-

per plant of the GA-treated plants were less than ase in plant height and storage leaf formation and 

those of the control plants. development, but promoted lateral extention of leaves. 

3. GA inhibited that the first some leaves of Consequently, leaves of ethrel-treated plants became 

lateral buds (formed in spring) of field-grown'Hoki'wider, and the false stems of those plants increased 

plants (whose lateral buds tended to develop the in diameter. 

first some leaves into foliage leaves) developed into 8. Ethrel as well as BA promoted that the 

foliage leaves when sprayed during the period of first some leaves of lateral buds of field-grown 

lateral bud formation and development. Number of plants developed into foliage leaves, although the 

protective leaves of each clove of the GA-treated effect of ethrel was much less than that of BA. 

plants was usually two, because GA promoted that 9. NAA at 50 to SOOppm also inhibited storage 

the two leaves just preceding a storage leaf of each leaf formation and development. 


